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アイスコア試料・低温室保管試料
に関するデータベースの現状
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学術⽀援技術専⾨員 ⽯⽥依⼦
極域のオープンデータ・オープンサイエンスに関する研究集会 -II
2019年8⽉27⽇(⽕) データサイエンス棟1F
ドームふじ深層コア
アイスコア研究センターで扱う試料
雪や氷のサンプル アイスコア
ドームふじアイスコアコンソーシアム（ICC）によって
管理されており、コミュニティ内で広く利⽤される。
→低温室内での保管場所や管理者、試料採取場所などの情報を管理
「低温室貯蔵資試料データベース」
→サンプルごとに深度情報や使⽤履歴などを管理
「アイスコアデータベース」
箱単位で
サンプル
ごと
データベースの作成・公開⽅法
 作成およびFileMakerユーザー向けの利⽤
南観センターにFileMakerServer13をインストールしたPCを設置
Server上のファイルにFileMakerをインストールした個々のPCからアクセス
 web公開
地下1階の計算機室に専⽤のホストPCを設置
FileMakerPro12のインスタントweb公開機能を利⽤
URLは所内掲⽰板やICC会員ページで公開
閲覧には専⽤アカウントとパスワードの⼊⼒が必要
FileMaker（提供元： Claris International Inc. ）を使⽤
※8⽉に社名がFileMaker, Inc. からClaris International Inc.に変更
アイスコアデータベースについて
50cmごとに
・カット
・ナンバリング
⽤途別にカット
（研究⽤・保存⽤など）
約20,000サンプル
研究者からの
申請を受けて、
配分
Aコア
研究⽤
(50%)
Cコア
化学基本
(17.8%)
Bコア
保存⽤
(32.2%)
(ECM・ラインスキャン)
データベース化
・基本情報
・画像データ
・配分情報
分析・成果
⽤途別に保管
・極地研
・北⼤低温研
・商業⽤冷凍倉庫
（カットプラン例）
対象：第1期ドームふじ深層コア (DF1) 2503m
第2期ドームふじ深層コア (DF2) 3035m
公開中のアイスコアデータベース
アイスコアデータベース表⽰例
アイスコアの基本情報
深度・掘削⽇・テフラ層
配分⽤・保存⽤等の⽤途別
サンプル情報・画像データ サンプルの配分情報
低温室貯蔵資試料データベースについて
低温室に保管している試料 約13000箱
※⽣物圏グループおよび、南観センターの試料は除く
保管場所：雪氷コア貯蔵室A-1〜A-3 (-30℃)
雪氷コア貯蔵室B、低温実験室D (-50℃)
・保管場所（部屋・棚）
・管理者
・サンプル情報
保管する際に、梱包ごとにIDを発⾏し、
箱に管理ラベルを貼りつけ、下記情報を登録
（QRコード付きの管理ラベル）
データベース化
公開中の低温室貯蔵資試料データベース
低温室貯蔵資試料データベース表⽰例
低温室貯蔵資試料データベースの活⽤
棚卸し：各棚に保管してある試料の確認
②FileMakerGo上のファイルに棚と試料のデータが
登録される（①②を繰り返す）
①コードリーダーで各棚に貼ってあるQRコードと、
各梱包に貼った管理ラベル上のQRコードをスキャン
モバイル端末専⽤の「FileMakerGo」と連携させ、
年に1回の頻度で実施している
※未登録の不明試料があった場合はFileMakerGo
を⽤いて写真を撮影・保存し、後で照会する（FileMakerGo表⽰例）
③FileMakerGo上のファイルに登録された情報を
元のデータベースにインポートする
→各管理者に保管状況を報告
棚卸しの流れ
FileMakerGo
低温室貯蔵資試料データベースの活⽤
古いアイスコアの利⽤を促進
 アウトリーチとして科学館に展⽰
・オホーツク流氷科学センター
・札幌⻘少年科学館
 分析装置の開発に利⽤
 新たな研究の可能性
